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第２四半期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

平成 29年 11月 13日に公表した平成 30年６月期第２四半期連結累計期間（平成 29年 7月 1日～平成 29年

12月 31日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

●業績予想と実績値との差異 

平成 30年６月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績の差異（平成 29年７月１日～平成 29年 12月 31日） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 
親会社株主に帰属

する四半期純利益 

１株当たり 

四半期連結純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

8,484 

百万円 

△53 

百万円 

△83 

百万円 

△65 

円 銭 

△18.03 

事   績   値 （ Ｂ ） 9,055 9 △35 △48 
       

△14.44 

増  減  額 （ Ｂ － Ａ ） 571 62 48 17  

増  減  率 （  ％  ） 6.7 －      － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成 29年６月期第２四半期） 
6,685 △48 △59 △33 △11.23 

 

 

●差異の理由 

プロパティマネジメント事業において、大きく増加させてきた管理物件に対して、営業体制の強化が浸透

し、入居率が前年同期末の 88.8％から 97.7％と大きく伸びました。 

賃貸仲介事業においては、ITを活用した効果的な SNS戦略、Webマーケティング施策、AIによる現場レ

ベルの作業効率の改善等が功を奏し、集客力のアップ、仲介手数料収入のアップに寄与しました。 

なお、通期連結業績予想については、現時点において下期以降の市場動向を見極めることは困難であるた

め修正しておりませんが、今後の業績を注視しつつ精査を進め、修正が必要と判断した場合には速やかにお

知らせする予定です。 

 

以 上 


